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新春号

今号の表紙：市川三郷町の大塚にんじん
大塚地区の「のっぷい」と呼ばれる栄養分豊富な土壌で育てられた
大塚にんじんは、濃い鮮紅色で独特の風味と甘さがある太くて長い
にんじんであり、収穫時には、８０㎝∼１２０㎝にもなります。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
農
家
、

組
合
員
並
び
に
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家

族
と
共
に
穏
や
か
な
令
和
5
年
の
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
事
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
農
協

運
営
ま
た
は
各
種
事
業
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
も
と
よ
り
、

昨
年
の
2
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
や
中
国
に
よ
る
輸
出
規
制
な
ど
に
よ
り
、
化
学
肥
料
及

び
生
産
資
材
な
ど
の
価
格
高
騰
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
更
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が
追
い
打
ち
を
掛
け
る
か
の

よ
う
に
肥
料
原
材
料
の
争
奪
戦
激
化
と
価
格
高
騰
と
い
う

悪
循
環
を
招
き
、
穀
物
や
配
合
飼
料
、
化
学
肥
料
な
ど
の

価
格
が
上
昇
し
て
農
家
の
経
営
を
圧
迫
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
令
和
4
年
度
第
3
四
半
期
に
は
国
の
政

策
と
し
て
「
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
」
が
措
置
さ
れ
、

化
学
肥
料
の
低
減
に
向
け
て
取
り
組
む
農
業
者
に
肥
料
費

を
支
援
す
る
事
業
に
当
組
合
で
は
経
済
部
、
営
農
販
売
部

並
び
に
各
経
済
セ
ン
タ
ー
が
一
体
と
な
り
、
出
向
く
体
制

の
一
環
と
し
て
、
申
請
手
続
き
を
積
極
的
か
つ
全
面
的
に

ご
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
組
合
員
と
の

対
話
運
動
を
通
じ
て
、
そ
の
負
託
に
応
え
る
よ
う
信
頼
を

高
め
、
継
続
し
て
関
係
強
化
を
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な

特
性
ま
た
は
ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま
え
て
事
業
利
用
、
活
動

参
加
、
意
思
反
映
、
運
営
参
画
な
ど
、
組
合
員
の
意
思
反

映
に
基
づ
い
た
事
業
運
営
を
行
い
、
地
域
農
業
の
概
要

や
Ｊ
Ａ
の
農
業
振
興
、
経
営
基
盤
の
強
化
に
つ
い
て
周
知

し
、
Ｊ
Ａ
事
業
へ
の
賛
同
が
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
Ｊ
Ａ
の
経
営
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
は
、
農
業

者
の
減
少
や
農
業
生
産
構
造
の
変
化
に
伴
い
、
正
組
合
員

の
半
数
以
上
が
70
才
以
上
で
あ
り
、
世
代
交
代
の
対
策
に

つ
い
て
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
、
昨
年
度
よ
り
事
業
推
進
部
に
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
設
置
し
、
組
合
員
の
事
業
継
承
に
向
け
、

後
継
者
に
対
す
る
Ｊ
Ａ
事
業
へ
の
理
解
熟
成
に
努
め
、
組

合
員
か
ら
継
承
や
相
続
な
ど
の
相
談
業
務
に
応
え
る
体
制

を
構
築
し
、
一
定
の
成
果
を
出
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
組

合
員
の
皆
様
か
ら
高
評
価
の
声
を
耳
に
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
ち
ら
の
事
業
に
関
し
ま
し
て
は
更
に
組
合
員
の
皆

様
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
第
28
回
Ｊ
Ａ
山
梨
県
大
会
で
協
議
を
進
め
る

こ
と
が
決
議
さ
れ
た
「
県
1
Ｊ
Ａ
」
に
つ
い
て
は
、
県
下

の
全
８
Ｊ
Ａ
が
参
加
す
る
1
Ｊ
Ａ
推
進
協
議
会
に
お
い

て
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
協
議
を
継
続
し
て
お
り
、
現
在

は
県
1
Ｊ
Ａ
の
具
体
的
な
絵
姿
と
し
て
の
「
山
梨
県
1
Ｊ

Ａ
構
想
」
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
組
合
員

の
皆
様
に
は
、
こ
の
「
山
梨
県
1
Ｊ
Ａ
構
想
」
に
基
づ
く

説
明
の
機
会
を
改
め
て
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
本
年
度
は
令
和
4
年
度
よ
り
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
る
中
期
経
営
計
画
に
基
づ
き
、
よ
り
一
層
の
自

己
改
革
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
「
不
断
の
自
己
改
革
」
の
重

点
実
施
事
項
で
あ
る
「
農
業
所
得
増
大
に
つ
な
が
る
売
上

増
加
及
び
生
産
コ
ス
ト
低
減
の
取
り
組
み
」、
「
各
事
業
の

収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
ふ
ま
え
た
経
営
基
盤
の
取
り

組
み
」
並
び
に
「
准
組
合
員
の
意
思
反
映
や
事
業
利
用
に

関
す
る
方
針
」
を
当
組
合
の
掲
げ
る
自
己
改
革
工
程
表
に

沿
っ
て
愚
直
に
実
践
し
て
い
く
事
が
Ｊ
Ａ
の
使
命
だ
と
考

え
、「
不
撓
不
屈
」
の
精
神
で
挑
戦
し
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り

し
、
新
し
い
年
が
実
り
多
い
繁
栄
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹謹  

賀賀  

新新  

年年

代表理事組合長 

萩 原 爲 仁

謹んで新春のお慶びを申し上げます

ＪＡ山梨みらいの概要　（2022年10月31日現在）
○組合員数　
　正組合員 … …………………… 13,816人
　准組合員 … …………………… 13,832人
　合　　計 … …………………… 27,648人

○信用事業
　貯金残高 … ………… 2,140億4,606万円
　貸出金残高 … ………… 554億8,227万円

○共済事業
　長期共済保有高 … … 7,057億4,856万円

○購買事業
　購買品取扱高 … ……………18億559万円

○販売事業
　販売品取扱高 … …………32億2,496万円
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CONTENTS
P3	 新年のご挨拶
P4-5	 県下 JA合同企画
P6	 トピックス
P7	 Happy 女性部
P8	 第68回 山梨県農業まつり式典
	 JA共済書道・ポスターコンクール	

P9	 年金相談のご案内
P10-11	 インボイス制度が始まります
P12-13	 肥料価格高騰対策のごあんない
P14	 農業機械大展示会のお知らせ 他
P15	 セレモニーホールからお知らせ
P15	 農業用廃プラスチックの適正処理を
P15	 理事会報告

カレンダーに記載されております、プロパンガスに関するお問い合わせ先は地区により
連絡先が異なりますので、下記ガスセンターまでご連絡ください。
　　　平日８：45 ～ 17：00
　　　　　　○甲 府 ガ ス セ ン タ ー	 T E L : 0 5 5 - 2 2 2 - 7 9 6 3
　　　　　　○市 川 三 郷 ガ ス セ ン タ ー	 T E L : 0 5 5 - 2 3 0 - 3 0 5 6
　　　　　　○南 部 ガ ス セ ン タ ー	 T E L : 0 5 5 6 - 6 4 - 3 1 9 3
　　　休日夜間の連絡先は 
　　　　　　○ＪＡＬＰガス保安センター	 T E L : 0 5 5 - 2 8 5 - 3 5 5 1

平素よりＪＡ山梨みらいを
ご利用いただきありがとうございます。

ＪＡ山梨みらいでは、ご利用者の生の声を
聞かせていただき、今後の事業運営に
活かしていきたいと考えております。

みなさまの貴重なご意見をお待ちしております。
なお、アンケートをご回答いただいた方の

中から抽選で合計20名様に
ＪＡ山梨みらいの特産品をプレゼントいたします。

詳細についてはこちら

ＪＡ山梨みらい 2023年  カレンダーの訂正について

※写真はイメージです

※	回答については web ページのみ
の対応となります

※	アンケートの締切は2023年１月
31日までとなります

※	賞品の発送時期は賞品により異
なります

釜水米釜水米
5kg5kg

シャインシャイン
マスカットマスカット

1箱 (1房 )1箱 (1房 )

甘々娘甘々娘
1ケース1ケース

新茶の新茶の
詰め合わせ詰め合わせ

ＪＡ山梨みらい利用者アンケートの実施についてＪＡ山梨みらい利用者アンケートの実施について
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組合長の書き初め
「山梨県下ＪＡ統一企画」 書き初めとは、年が明けてから初めて筆で文字や絵を書くことを

言い、1年の抱負や計画、おめでたい言葉をしたため、目標成就
や新年をお祝いする意味が込められています。今年は県下ＪＡの
組合長に今年の抱負や想いを漢字一字で表現してもらいました。

ＪＡ北富士

ＪＡふえふき

ＪＡクレイン

ＪＡ南アルプス市

ＪＡ鳴沢村

ＪＡ山梨みらい

ＪＡフルーツ山梨

ＪＡ梨北

渡 辺 一 正

小 池 一 夫

髙 橋 明 夫

中 澤 豊 一

渡 辺 久 男

萩 原 爲 仁

西 島 　 隆

小 池 啓 一

今年を地域作り運動推進元年とし、組合員の
皆様、各団体と共に地域全体で「ＳＤＧｓ」
「３Ｒ」に取り組みます。ゴミの分別、資源化、
地域環境へのダメージを少なくするために身
近な課題と捉えて新たな道を創っていきたい
と考えます。

今年も天候に恵まれての豊年満作・五穀豊穣

を願い、前年を上回る農産物販売を目標に努

力し、組合員やご家族が心豊かな生活を継続

されることをお祈り申し上げます。

農協の協の字は、十 ( ＝多い )、劦 ( ＝力 )
を合わせた二つの意味が一緒になった字であ
り、この字の如く、農協は多くの組合員の力
を結集した組織であります。今こそＪＡの組
合員が力を合わせ、県１ＪＡを目指し、より
大きな協力を生み出すことが大切です。

　当ＪＡ管内へ大型商業施設の出店が決定し

た事もあり、今年は大きな人の動きや変化が

予想されます。ＪＡ役職員も受け身の姿勢で

仕事をするのではなく、自発的に「動く」１

年にしたいと思います。

人生は健康で心身が健全であることが一番。

遊びや仕事にも夢が膨らみます。健康寿命が

百歳を超える様に運動や食生活を整えましょ

う。今年も心身ともに健やかな一年となりま

すように。

世の中や日本が、明るく輝く年になってほし

いと思います。また、役職員一同がお互いに

切磋琢磨し、組合員ならびに組織全体が輝い

ていけるようにと想いを込めました。一人一

人が輝く組織づくりを目指していきます。

コロナ禍で燃料や肥料、資材などの高騰が続
く逆風の中ではありますが、役職員と組合員
がワンチームとなって難局を乗り越え、経営
安定と産地のブランド化に取り組む年にした
いと思います。心ひとつに果樹産地の拡大強
化を目指します。

剣が峰とは、火山の噴火口の周縁が原義であ

り、特に富士山の山頂を指します。組合員の

所得向上に向かって、役職員全員が歩み続け

ることができる。そんな１年にしていきたい。



昭和支部　寄せ植え講習会

グランドゴルフ大会
10/24 竜王支部　 10/25 大塚支部　10/27 昭和支部
11/5 西八代地区　11/8　山城地区

10
８

10
24 田富支部　視察研修

第69回山梨県農業まつり　「民謡・芸能のつどい」に参加しました

10
26 11

10

11
12

玉穂支部　手芸教室

南部支部
脳トレ教室

甲府地区　寄せ植え講習会
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農
業
ま
つ
り
に
て
特
産
品
を
販
売

　

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公

園
に
て
、
山
梨
県
農

業
ま
つ
り
「
ふ
る
さ

と
特
産
品
フ
ェ
ア
」

が
行
わ
れ
、
23
団
体

が
出
展
を
行
い
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
山
梨
み
ら

い
で
は
、
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
「
レ
イ
ン

ボ
ー
レ
ッ
ド
」
や
南

部
茶
な
ど
の
旬
な
特

産
品
の
販
売
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か

Ｊ
Ａ
女
性
部
に
よ
り

加
工
品
の
販
売
も
行

わ
れ
、
多
く
の
方
に

お
買
い
求
め
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

関
東
甲
信
越
地
区
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
２
の
表
彰

大
会
が
、
東
京
・
大
手
町
に
あ
る

Ｊ
Ａ
ビ
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
Ｊ
Ａ
全
農

が
組
合
員
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る

資
材
店
舗
づ
く
り
、
Ｊ
Ａ
職
員
に

よ
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
作
成
や
商
品
陳
列
等

の
創
意
工
夫
あ
る
店
舗
活
性
化
の

取
り
組
み
を
支
援
し
、
資
材
店
舗

に
お
け
る
組
合
員
様
へ
の
提
案
力

の
向
上
を
目
指
し
て
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

今
回
、
数
あ
る
応
募
の
中
か
ら

当
組
合
忍
経
済
セ
ン
タ
ー
が
特
別

企
画
部
門
に
お
い
て
最
優
秀
賞
を

受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
忍
経
済
セ

ン
タ
ー
で
は
支
所
の
構
造
を
活
か

し
た
肥
料
陳
列
を
行
う
と
と
も
に

肥
料
に
関
す
る
魅
力
的
な
Ｐ
Ｏ
Ｐ

を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
山
梨
み
ら
い
は
今
後
も
組

合
員
様
に
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う

な
店
舗
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

10/15

　

さ
わ
や
か
大
学
と
は
女
性

の
地
位
向
上
を
目
指
し
、
広

い
知
識
を
習
得
す
る
学
習
の

場
を
つ
く
り
、
家
庭
の
生
活

を
守
り
、
健
康
の
推
進
を
図

り
、
更
に
人
間
関
係
を
広
げ

る
為
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

令
和
2
・
3
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
中

止
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和

4
年
度
は
感
染
防
止
対
策
に

努
め
、
開
校
し
て
い
ま
す
。

講
師
に
よ
る
健
康
講
座
や

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
な
ど
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

甲
府
市
農
林
業
ま
つ
り

に
て
農
産
物
を
販
売

11/5

　

甲
府
大
好
き
ま
つ
り
と
甲

府
市
農
林
業
ま
つ
り
が
、
小

瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
て
同

時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
祭

り
で
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

や
サ
ン
リ
オ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス

テ
ー
ジ
な
ど
、
多
く
の
出
店

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
Ｊ

Ａ
山
梨
み
ら
い
で
も
旬
の
農

産
物
の
販
売
を
行
い
、
多
く

の
方
に
お
買
い
求
め
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
会
式
で
は
甲
府

市
の
農
林
業
の
振
興
に
貢

献
し
た
方
へ
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
農
業
賞
に
小
林 

哲

様
、
農
業
功
績
賞 

そ
菜
部

門
で
長
田 

斉
様
が
受
賞
し

ま
し
た
。

さ
わ
や
か
大
学
が

開
校
し
ま
し
た

マ
キ
タ
係
長
が

や
は
た
い
も
Ｐ
Ｒ
大
使
に
就
任

　

Ｙ
Ｂ
Ｓ
山
梨
放
送
で
放
送
さ
れ

て
い
る
番
組
「
マ
キ
タ
係
長
」

の
中
で
、
マ
キ
タ
ス
ポ
ー
ツ
さ
ん

が
や
は
た
い
も
Ｐ
Ｒ
大
使
に
就
任

し
ま
し
た
。
今
後
、
や
は
た
い
も

を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
の
ほ
か
番
組
内
で
は
、
Ｊ

Ａ
山
梨
み
ら
い
農
産
物
直
売
所

「
い
ー
な
と
う
ぶ
竜
王
」
が
甲
斐

市
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

 

マ
キ
タ
係
長

 　

毎
週
土
曜
日

 　

深
夜
０
：
55
～
１
：
10
放
送
中

10/22

ガーデニング教室エクササイズ教室竜王支部　「甲州弁ラジオ体操」「年を取るってどんなこと」 鰍沢・中富支部　「甲州よっちゃばれ音頭」

忍
経
済
セ
ン
タ
ー
が

デ
ィ
ス
プ
レ
イ

コ
ン
テ
ス
ト
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
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書道コンクール特別賞
特別賞名 部　門 学　年 氏　名 学校名

知事賞 半紙の部 小学 6 年 佐
サ

野
ノ

　かのこ 栄小

山梨県農協中央会長賞 条幅の部 中学 3 年 韓
カン

　海
カイ

斗
ト

山梨学院中

全国共済連山梨県本部 
運営委員会長賞

半紙の部 小学 5 年 滝
タキ

川
ガワ

　結
ユ

菜
ナ

竜王東小

条幅の部

小学 3 年 有
アリ

泉
イズミ

　慶
ケイ

亮
スケ

山梨学院小

小学 4 年 佐
サ

野
ノ

　さち 栄小

中学 2 年 田
タ

中
ナカ

　未
ミ

優
ユ

城南中

山梨日日新聞社賞 条幅の部 小学 5 年 岡
オカ

里
リ

　奏
ソウ

佑
スケ

伊勢小

山梨放送賞 半紙の部 小学 2 年 内
ウチ

田
ダ

　佳
ヨシ

花
カ

敷島南小

テレビ山梨賞 条幅の部 小学 1 年 見
ミ

井
イ

田
ダ

　実
ミ

咲
サキ

西条小

交通安全ポスターコンクール特別賞
特別賞名 学　年 氏　名 学校名

知事賞 中学 1 年 斉
サイ

藤
トウ

　奏
ソウ

介
スケ

甲府北東中

山梨県農協中央会長賞 小学 1 年 松
マツ

木
キ

　結
ユ

陽
ヒ

朝日小

教育長賞
小学 6 年 永

ナガ
井
イ

　柚
ユ

衣
イ

千塚小

中学 2 年 遠
エン

藤
ドウ

　友
ユ

海
ミ

甲府北西中

全国共済連山梨県本部
運営委員会長賞 中学 3 年 白

シラ
木
キ

　晃
テル

美
ミ

甲府北中

ＮＨＫ甲府放送局長賞 小学 3 年 飯
イイ

島
ジマ

　朱
ア

吏
リ

紗
サ

敷島小

山梨日日新聞社賞 小学 5 年 降
フル

矢
ヤ

　一
イチ

花
カ

山城小

山
梨
県
農
協
中
央
会
長
賞

朝
日
小　

小
学
1
年　

松
木
結
陽

知
事
賞　

半
紙
の
部

栄
小　

小
学
6
年　

佐
野
か
の
こ

知
事
賞

甲
府
北
東
中　

中
学
1
年　

斉
藤
奏
介 

山
梨
県
農
協
中
央
会
長
賞　

条
幅
の
部

山
梨
学
院
中　

中
学
3
年　

韓
海
斗

令和4年度ＪＡ共済

小・中学生 書道、交通安全ポスターコンクール

仲 神 竹 雄さん

　 　 敏 江さん

農水産業功績者表彰
特産部門

住　　　所：南部町
経営の内容：茶38a、竹林16a

功績の概要
　仲神氏は、敏江さんとともに、地域の栽培者と情報共有をしながら、土作りの徹底や適切な栽培管理を実践する
など、地域全体の技術向上に尽力し、良質な茶葉を生産している。
　山梨県茶品評会においても、平成27年度以降、毎年入賞し、高品質な茶を生産する技術が高い評価を受けてお
り、地域特産作物の「南部茶」の生産振興に対する貢献は多大である。
　また、令和４年に「やまなしＧＡＰ認証」を取得し、生産工程管理を徹底しながら品質向上に努め、持続可能な
農業生産に繋がる経営に取り組んでいる。
　さらに、南部茶業組合組合長、山梨県茶振興協議会理事を歴任し、現在は南部町茶業組合顧問、山梨みらい農業
協同組合筍部会部会長を務めるなど、本県農業の発展に大いに貢献している。

第69回第69回
山梨県農業山梨県農業
まつり式典まつり式典

令和４年10月12日令和４年10月12日  

“ かがやけ ” みらい　15号（8）“ かがやけ ” みらい　15号（9）

年金相談のご案内年金相談のご案内 事前準備から請求手続き、アフターフォ事前準備から請求手続き、アフターフォ
ローまで JA が確実にサポートします。ローまで JA が確実にサポートします。

○ お申し込み方法
　最寄りの支店または、
　本店 信用部までお申し付けください。
　 市 川 支 店　TEL: 055-272-1211
　 六 郷 支 店　TEL: 0556-32-2041
　 青 柳 支 店　TEL: 0556-22-5115
　 身 延 支 店　TEL: 0556-62-1017

　 栄 　 支 　 店　TEL: 0556-64-3161
　 竜 王 支 店　TEL: 055-276-2026
　 昭 和 支 店　TEL: 055-275-2121
　 山 城 支 店　TEL: 055-241-5141
　 アルプス通り支店　TEL: 055-288-8700
　 本 店  信 用 部　TEL: 055-223-9631

○ 相談開催日時　毎週火曜日・木曜日　午前９時～午後５時

相談会は予約制とさせていただきます。相談会は予約制とさせていただきます。
ご希望の日時にそえない場合がございますので、あらかじめご了承ください。ご希望の日時にそえない場合がございますので、あらかじめご了承ください。

その他ご家庭、 倉庫、 駐車場等の防犯にご活用下さいその他ご家庭、 倉庫、 駐車場等の防犯にご活用下さい

盗
と

られる前に、録
と

る。

通常販売価格
￥19,250（税込）→ ￥10,500（税込）

※	商品に関しましては上記　A・B　２種類をご用意してあります。両商品とも台数に制限がありますので販売予定台
数に達した場合、在庫の有る商品のお渡しとなる事にご理解をお願いします。（性能につきましては概ね同等です）

※	数量の制限はありませんのでおひとり様複数台の購入が可能です。

壁掛け金具１セット／固定ベルト１個／ミニ USB ケーブ
ル１本／ 16GB マイクロ SD カード（本体接続済）１個
/ 取扱説明書 ／単３アルカリ乾電池（別売）

防水・防塵
なので野外
使用可能

付属品

見やすい
2.4インチ

画面

マイクロ
SD カード
16GB 付属

120度
ワイド

センサー

～防犯カメラで生産物を守りましょう～

Ａ

Ｂ

今回
販売価格

人感センサー距離：最大20ｍ※

人感センサー範囲：40°※

使用可能温度：ー 20℃～ 60℃

ＴＶ出力：コンポジット出力
※	カメラ本体の使用可能温度となります。ご使用の

乾電池によっては、低温になると急激に電圧が下
がり、ご利用頂けない可能性がございます。

組合員の皆様へ
JA 山梨みらい 経済部



“ かがやけ ” みらい　15号（10）“ かがやけ ” みらい　15号（11）



“ かがやけ ” みらい　15号（12）“ かがやけ ” みらい　15号（13）

問　い 答　え

化学肥料が足りなくなるということを
聞いたのですが。

・	肥料メーカーや輸入事業者の皆様のご努力により当面必要
な肥料原料は確保されています。

・	今後も、調達状況を注視して、肥料の安定供給に取り組んで
まいります。

化学肥料の使用量を実際に２割減らす
ことが支援の要件ですか。

・	化学肥料の２割低減に向けて、取組メニューのうち２つ
以上行っていただければ支援対象となります。

・	選択された取組について、適切にフォローしていきます。

既に化学肥料の低減に取り組んでいる
ため、更に低減することは難しい。

・	既に取り組んでいるものもカウントします。
・	その際は、既に行っている取組の拡大や改善で良いので、新

たな取り組みを１つ以上行ってください。

低減に向けた取組をしたいが、準備が
必要なのですぐには行えない。

・	本年に取り組めない場合は、来年に取り組んでいただけれ
ば結構です。

・	国内資源の利用など体制整備に時間を要する取組は、期間内
に取り組んでいただければ結構です。

いつ頃までに申請すれば良いですか。
また、いつ頃支援を受けられますか。

・	基本的に秋肥、春肥でそれぞれまとめて申請してくだ
さい。

・	秋肥について、早めに申請いただければ、できるだけ年
内に支払えるようにします。

領収書の提出が間に合わない場合はど
うすれば良いですか。

・	領収書が間に合わない場合は、請求書を提出いただけれ
ば、支援金をお支払いすることができます。

・	肥料を購入した農協や販売店に御相談ください。

農林水産省ホームページにおいて、農林水産省ホームページにおいて、
解説動画を掲載しておりますので、是非ご覧ください！解説動画を掲載しておりますので、是非ご覧ください！

農業者グループで申請 してください。申請先や申請期限は、都道府県・市町村、またはお近くの農
協、肥料販売店にお問い合わせください。

５戸以上のグループで申請してください。農協や肥料販売店などでまとめてグループ申請していただく
ことを想定しています。

次の２つがあれば申請できます。
①	 本年秋肥（令和４年６月～ 10月に注文）、
	 来年春肥（令和４年11月～令和５年５月に注文）の購入価格がわかるもの（ 注文票 など）
　　　本年秋肥と来年春肥は、それぞれをまとめて、別々に申請してください。
　　　注文票のほか、領収書または請求書が必要です。

②	 化学肥料低減 に向けた取組に ２つ以上 取り組むこと
　　（左のページの チェックシート で申告していただきます。）

令和４年６月から
令和５年５月に購入 した肥料
（本年の秋肥と来年の春肥として
使用する肥料）が対象です。

化学肥料低減の取組を行った上で前年度から増加した肥料費に
ついて、その ７割 を支援金として交付します。

肥料価格の高騰による農業経営への影響緩和のため、化学肥料の低減
に向けて取り組む農業者の皆様の肥料費を支援します。

出典 : 農林水産省 Web サイト
　(https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_hiryo/220729.html)
 「農業者向けパンフレット」( 農林水産省 )
　 (https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_hiryo/attach/pdf/220729-20.pdf)
 を加工して作成肥料価格高騰対策事業

Ｑ ＆ Ａ

申請方法

申請に必要なもの

支援の対象となる肥料 支援の内容

肥料価格高騰対策のごあんない肥料価格高騰対策のごあんない
～肥料価格高騰に直面する農家の皆様を支援します～～肥料価格高騰に直面する農家の皆様を支援します～

農業者の皆様に記入いただくもの

「令和４年度又は令和５年
度の取組」欄のうち、
取り組めるものに〇を記入
してください。

・	 ２つ以上に〇が付け
ば OK です。

・	 これまで 既に取り組
んでいるものもカウ
ント できます

	 （その場合、１つ以上は、
新しい取組または従
来の取組の強化・拡
大（「◎」で記入）

	 を含むようにしてくださ
い。）

支援金 ＝
当年の
肥料費

価格
上昇率

価格
上昇率

使用量
低減率 ×0.7－

（統計データを
基に決定）

（0.9）

÷÷



理事会報告

セレモニーホールからお知らせセレモニーホールからお知らせ

※現在加入されている方は、引き続き全ホールでご利用いただけます。

３６５日・２４時間対応
　《あ じ さ い 増 穂》	 TEL：0556-22-2611
　《あ じ さ い 身 延》	 TEL：0556-62-0010
　《あ じ さ い 南 部》	 TEL：0556-64-1231

　《セレモニーみどり》	 TEL：0120-79-7753
　《な で し こ 甲 府》	 TEL：055-287-9411
　《クリスタルホール》	 TEL：055-230-3026

セレモニー定期積金 
掛込金額：	１口 3,000円以上
掛込期間：	３年（36回）
	 ５年（60回）
セレモニー定期貯金 
預入金額：	1口 200,000円以上
預入期間：	1年満期（自動継続）

セレモニー会員
	 会員30,000円割引  

　組合員割引30,000円とあわせて
最大60,000円割引

	 会員５％割引

　組合員割引５％とあわせて
最大10％割引

会員特典

≪ 返  礼  品 ≫

≪ コース料金 ≫

ご入会の手続きは最寄りのＪＡ山梨みらい各金融店舗で 

お客様が望む葬儀は生前中でなければ伝わりません。
終活などのご相談にも対応いたします。

例
・お寺や寺院がまだ無い。
・生前中に遺品整理をし

たい。
・一般葬や家族葬の料金

はいくら必要か。
・病院・施設にいるが、

万が一の時はどうした
らよいか。

などの不安をご相談
ください。

９月・10月・11月の理事会が開催され、
次の議案が審議、承認されました

農業用廃プラスチックの適正処理を農業用廃プラスチックの適正処理を
農業で使ったマルチやビニール等の廃プラスチックは産業廃棄物です。
法律で農業者自らが適正に処理することが義務付けられていますので、
使用後は分別をしっかり行い適正に処理をお願いします。

　 持込場所 	 公益社団法人山梨県農業用廃プラスチック処理センター
　	 南アルプス市高田新田字川東３３－１
　 収集日 	 毎週２回　月曜日と木曜日（祝祭日の場合は翌日）
	 　　　　　８：30 ～ 11：30　13：00 ～ 16：30
　 その他 	 種類によっては有料になります。

　　詳しくはお問合せいただくかセンターのウェブサイトをご覧下さい。

“ かがやけ ” みらい　15号（14）“ かがやけ ” みらい　15号（15）

令和４年９月27日開催
第１号議案	 令和４年度半期ディスクロージャー誌の開示

について

令和４年10月28日開催
第１号議案	 事務リスク管理規程の一部改正について
第２号議案	 コンプライアンスマニュアルの一部改正につ

いて
第３号議案	 経理規程の一部変更について
第４号議案	 青柳支店屋上防水工事及び２階内部修繕工事

について

令和４年11月24日開催
第１号議案	 山梨県常例検査回答について
第２号議案	 令和４年度上半期監事監査回答について
第３号議案	 支店運営委員会・総合運営協議会委員の選任

について
第４号議案	 共選所照明のＬＥＤ化について
第５号議案	 ＡＴＭの再編計画について
第６号議案	 冬季賞与の支給について

　問合せ先　☎  055-284-0938（受付は平日８：30 ～ 16：30）

ご試乗体験希望の方は、
         お近くのＪＡまで申し付け下さい。




